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研究成果の概要（和文）：　従来，ソーシャル・サポートなどのミクロな社会関係が個人の健康に及ぼす影響が指摘さ
れてきたが，近年，コミュニティレベルのマクロな社会関係であるソーシャル・キャピタルの効果が期待されている．
主要な研究の一つにおいて，我々は日本人の中高年者に対する５年に１度の大規模全国調査の結果に基づき，互恵性と
してのソーシャル・キャピタルと主観的健康との関連を検討した．マルチレベル分析の結果，個人レベルの互恵性と集
団レベルの互恵性はいずれも高い主観的健康と関連していた．ただし個人レベルの互恵性と主観的健康との関連は，調
査コホートが集団レベルの互恵性が低いコホート（近年のコホート）ほど強いことが明らかとなった．

研究成果の概要（英文）：　While research on micro social relationships has notable implications that 
social support can influence an individual’s health, more attention is now being directed toward the 
influences of an individual’s macro social relationships with the community, i.e., social capital. In 
one of our main studies we examined the relationship between reciprocity among community dwelling adults 
and self-rated health by analyzing data from a survey conducted every 5 years between 1991 and 2011 in 
Japan. A multi-level analysis showed that both at the individual and group levels, higher reciprocity was 
associated with higher self-rated health. However, there was an interaction effect involving reciprocity 
at two levels: a stronger correlation between individual reciprocity and self-rated health was observed 
for individuals from a recent cohort with a low level of group reciprocity.

研究分野：心理学
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１．研究開始当初の背景 
日本は世界の最長寿国であるものの，高齢
者の健康水準は必ずしも高くない．社会関係
が高齢者の健康に影響を及ぼすことは広く
知られているが，近年，ソーシャル・サポー
トのようなミクロな社会関係とは別に，ソー
シャル・キャピタル（社会関係資本）と呼ば
れる，地域やコミュニティなどの個人のマク
ロな生活環境が健康に及ぼす影響が注目さ
れはじめている． 
 
２．研究の目的 
本研究では，１）ソーシャル・キャピタル
が高齢者の健康に影響を及ぼすメカニズム，
および，２）高齢者の地域におけるソーシャ
ル・キャピタルの生成過程や心理的基盤，を
検討することとした． 
 
３．研究の方法 
３年間の研究機関で行った一連の研究の
なかから，研究代表者（福川）と２名の研究
分担者（下方および小田）の代表的な研究成
果として以下の３つを示す． 

 
（研究 A）互恵性のソーシャル・キャピタル
と主観的健康との関連（福川） 

（研究 B）地域在住中高年者における社会的
ネットワークと自尊感情の関連（下方） 

（研究 C）ソーシャル・キャピタル形成の心
理的基盤としての利他性と性格傾向と
の関連（小田） 

 
４．研究成果 
(1)研究 A 

目的 
互恵性としてのソーシャル・キャピタルと
主観的健康との関連を検討した． 
 

方法 
分析対象：年金シニアプラン総合研究機構
（旧シニアプラン開発機構）による「サラリ
ーマンの生活と生きがいに関する調査」のデ
ータを用いた．本調査は，全国から抽出した
35 歳から 74 歳までの中高年男女とその配偶
者を対象に５年ごとに行われており，1991 年
の第１回調査から2011年の第５回調査まで，
計25,333名が参加している．本研究では，（配
偶者ではなく）本人のデータ（n = 15,208）
のみを分析することとした．分析に用いた変
数に欠損や不明回答がある対象者のデータ
を除いたところ，最終的な分析対象者数は
14,073 名（男性 10,691 名，女性 3,382 名：
平均年齢 54.19±10.95 歳）となった． 
調査項目：①現在の健康状態を 5件方で尋
ねて結果変数とした．②個人レベルの互酬性
（独立変数１）として「社会の役に立つこと」
が現在の自分にとってどの程度満たされて
いるかを尋ねた．③集団レベルの互酬性（独
立変数２）として，生きがいとは「他人や社
会の役に立っていると感じること」である，

と回答した割合を，調査コホートごとに算出
した．④性別，年齢，学歴，配偶者の有無を
調整変数とした． 
 

結果 
マルチレベル分析の結果，個人レベルの互
恵性と集団レベルの互恵性はいずれも高い
主観的健康と関連していた．ただし個人レベ
ルの互恵性と主観的健康との関連は，調査コ
ホートが集団レベルの互恵性が低いコホー
ト（近年のコホート）ほど強いことが明らか
となった（図）． 

 
考察 

個人と集団いずれのレベルにおいても，互
酬性が高いと主観的健康感が高いことを示
すものであった．ただし，本研究においては，
２つの互酬性の効果に交互作用が認められ，
集団レベルの互酬性が高いほど（古い年齢コ
ホートほど）個人の互酬性が健康をもたらす
効果は弱く，反対に集団レベルの互酬性が低
いほど（若い年齢コホートほど）個人の互酬
性が健康をもたらす効果は高いことが示唆
された．ソーシャル・キャピタルが却って個
人に悪影響をもたらす場合として，集団メン
バーからの過度の要求がある．「お互いさま」
といった互酬性の規範が共有されている社
会ほど，それを逆手に取って非協力的（利己
的）に振る舞う者が最大の利益を得ることが
できるという，いわゆるただ乗り問題（free 
riding problem）が発生しやすいからである．
真島（2010）による進化シミュレーション研
究によれば，このようなただ乗りを防いで集
団内で互酬性を成立させるためには，利己主
義者だけでなく，利己主義者に協力する「お
人好し」の利他主義者にも非協力的な態度を
貫くという徹底した非寛容主義の実践が必
要であった．興味深いことに，この結果は，
ソーシャル・キャピタルが充実していたかつ
てのアメリカが，同時に人種や性別などに関
する差別意識が強い非寛容な時代でもあっ
たとする Putnam（2000）の指摘と合致するも



のである．したがって本研究の結果は，互酬
性の規範が共有されていない現代において
は，個人レベルの利他的行為が搾取を免れ，
むしろ健康増進効果を発揮しやすいことを
示唆しているのかもしれない． 
 
(2)研究 B 

目的 
中高年者の社会的ネットワークと自尊感
情の関連について，年代差の観点も含め検討
した． 
 

方法 
分析対象：「国立長寿医療研究センター・
老化に関する長期縦断疫学研究(NILS-LSA)」
の第 7次調査)に参加した 2330 名（男性 1178
名，女性 1152 名．平均 61.39±12.76 歳)． 
調査項目：①ネットワーク構成人数（以下，
構成人数とする）：社会的ネットワークをコ
ンボイモデル(Kahn,&Antonucci,1980)を用
い測定した．コンボイモデルは，個人にとっ
て重要かつ情動的に近い関係にある人物を，
同心円状の3つの円に親しさの段階を分けて
書き込むことで社会的ネットワークを評価
する方法である．中心から外側に向かって第
1 円，第 2 円，第 3 円が設定されており，中
心に近い円ほど親しい関係を示す．本研究で
は面接調査によって得られたコンボイモデ
ルから，第 1円，第 2円，第 3円および 3つ
の円すべて併せたコンボイモデル全体（以下，
コンボイ全体とする）の構成人数を算出した．
なお,本報告で用いた構成人数は,1 対 1 の個
人的なつきあいのある関係者のみとした． 
②自尊感情(Rosenberg,1965;星野,1970):自
己への全般的な評価について質問紙で尋ね
た．③社会経済的背景：配偶者の有無，就業
の有無，世帯年収，教育歴を質問紙で尋ねた． 
 

結果 
男性では，コンボイ全体，第 1円，第 2円
で構成人数の主効果（少群＜多群）がみられ
た．女性では，コンボイ全体，第 1 円，第 2
円で構成人数の主効果（少群＜多群）がみら
れた．また，コンボイ全体と第 2円で交互作
用がみられ，コンボイ全体では，50 代と 70
歳以上において少群よりも多群の自尊感情
得点が高かった．第 2円では，50 代の少群よ
りも多群の得点が高かった． 
 

考察 
中高年者において，人とのつながりの多さ
と自己への評価の高さが関連することが示
唆された．男性においては，どの年代でも人
とのつながりが多いほど，全般的な自己評価
が高く自信をもちやすいことが示された．女
性においては，年齢による差異が示され，50
代と 70 歳以上で，人とのつながりが多いも
のが少ないものよりも自己への全般的な評
価が高いことが示された．この年代の女性の 
社会的ネットワークは，子の巣立ちや配偶者

の死などのライフイベントによって変化が
大きい可能性があり，今後はライフイベント
も考慮した社会的ネットワークの検討が必
要であると考えられる． 
 
(3)研究 C 

目的 
ソーシャル・キャピタルの心理学的基盤とし
ての利他性と性格傾向との関連について，利
他性を向ける対象との関係性に配慮して検
討した． 
 

方法 
 対象：の男女大学生（平均年齢 19.7±1.2
歳）を対象とした調査を行った． 
 尺度：①家族，友人，他人の３カテゴリそ
れぞれに対する利他的行動傾向を集計して
分析に用いた．②Big5 性格検査を施行した． 
 

結果 
性格５因子のうち，外向性は３種の利他性
カテゴリのいずれとも正の相関を示した．勤
勉性は家族への利他行動とのみ，協調性は友
人にのみ，開放性は他人にのみ，有意な正の
相関を示した． 
 

考察 
 本研究の知見は，性格傾向の各側面がそれ
ぞれ利他性の進化に対する独自の心理的基
盤を持つ可能性を示すものである．例えば，
外向性は対人関係の維持における最も基礎
的な性格要因であることから，関係のカテゴ
リにかかわらず利他性と有意な関連を示し
たと考えられる．これに対して勤勉性は長期
的，協調性は中長期的，開放性は短期的な関
係の維持に有用な心理的機能を持つと思わ
れる．これらの結果はヒトが集団性を獲得す
る過程で必要とされた心理的適応の所産で
あるといえるかもしれない． 
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